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今
、
私
た
ち
が
伝
え
た
い
こ
と

青
少
年
の
主
張
猪
苗
代
大
会
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Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
猪
苗
代
稲
作
部

会
は
７
月
５
日
、
町
の
ブ
ラ
ン
ド
米

「
い
な
わ
し
ろ
天
の
つ
ぶ
」
１
０
０

㌔
を
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の

首
都
バ
ク
ー
に
初
出
荷
し
ま
し
た
。

猪
苗
代
町
産
米
の
海
外
輸
出
は
、
カ

タ
ー
ル
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
香

港
に
続
い
て
四
ケ
国
・
地
域
目
と
な

り
ま
す
。

　

発
送
式
は
同
日
、
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ

ば
猪
苗
代
中
央
支
店
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
長
谷
川
一
雄
組
合
長
が
「
当
Ｊ

Ａ
に
お
い
て
は
、
猪
苗
代
稲
作
部
会

が
最
初
の
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
定
と
な
る
な

ど
、
他
の
生
産
者
の
模
範
に
な
る
先

進
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、
販
路
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

加
工
品
や
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
花

な
ど
、
農
産
物
の
さ
ら
な
る
振
興
と

海
外
輸
出
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
前
後
公
町
長
が

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

猪
苗
代
稲
作
部
会
の
土
屋
勇
雄
副

部
会
長
、
長
谷
川
組
合
長
、
五
十
嵐

孝
夫
専
務
理
事
、
前
後
町
長
が
ト

ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
「
い
な
わ
し
ろ
天

の
つ
ぶ
」を
積
み
込
み
ま
し
た
。「
い

な
わ
し
ろ
天
の
つ
ぶ
」
は
空
輸
さ
れ
、

現
地
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で

提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。
土
屋
副
部

会
長
は
「
今
後
も
海
外
で
開
か
れ
る

商
談
会
な
ど
に
参
加
し
て
猪
苗
代
町

産
米
を
Ｐ
Ｒ
し
、
さ
ら
な
る
販
路
拡

大
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
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今月の表紙
青 少 年 メ ッ セ ー ジ
2018「第 31 回青少年
の主張猪苗代大会」で
メッセージを発表する
東中３年の本多悠さん。
本多さんは「誰かのた
めに働くには」と題し、
堂々とした態度で発表
しました。（関連８ペー
ジ）

【撮影日】　７月 14 日
【撮影場所】　学びいな

【目次】

いなわしろ天のつぶを積み込む（左手前から）長谷川
組合長、五十嵐専務理事、土屋副部会長、前後町長

立
の
小
学
校
に
「
ヒ
デ
ヨ
ノ
グ
チ
小

学
校
」
と
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
が
英
世
の
生
ま
れ
故
郷
か
ら

来
た
こ
と
を
紹
介
す
る
と
、
子
ど
も

た
ち
は
大
歓
迎
で
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
学
校
で
は
毎
年
、
英
世
に
関
す

る
授
業
を
行
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た

ち
は
英
世
に
大
変
親
し
み
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。

　

国
立
衛
生
研
究
所
や
図
書
館
な
ど

で
も
英
世
の
足
跡
を
調
査
し
ま
し

た
。
新
聞
や
記
念
碑
な
ど
か
ら
英
世

が
行
っ
た
研
究
の
成
果
や
活
躍
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
英
世
の
研
究
が
エ

ク
ア
ド
ル
に
大
き
な
功
績
を
残
し
、

現
在
も
エ
ク
ア
ド
ル
の
人
た
ち
に
親

し
み
を
持
っ
て
称
讃
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
い
な
わ
し
ろ
花
火
大
会
を

機
会
に
、
英
世
が
つ
な
い
だ
猪
苗
代

と
エ
ク
ア
ド
ル
の
絆
に
皆
さ
ん
に
も

触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

記
念
講
演
や
展
覧
会
に
は
多
く
の

グ
ア
ヤ
キ
ル
市
民
や
医
学
関
係
者
が

訪
れ
、
野
口
英
世
の
功
績
に
興
味
を

持
っ
て
熱
心
に
ご
覧
に
な
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

野
口
英
世
が
つ
な
い
だ
絆

　

今
回
の
エ
ク
ア
ド
ル
訪
問
で
は
、

首
都
の
キ
ト
市
と
港
町
の
グ
ア
ヤ
キ

ル
市
を
訪
れ
、
現
在
に
残
る
野
口
英

世
の
足
跡
を
辿
り
ま
し
た
。

　

エ
ク
ア
ド
ル
に
は
「H

ideyo 
N

oguchi

」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る

通
り
が
３
ケ
所
あ
り
、
両
市
に
は
胸

像
が
合
わ
せ
て
３
体
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
の
１
体
は
、
今
年

の
外
交
関
係
樹
立
１
０
０
周
年
を
記

念
し
て
、
英
世
の
グ
ア
ヤ
キ
ル
上
陸

の
地
で
あ
る
マ
レ
コ
ン
２
０
０
０
地

区
に
新
た
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

キ
ト
市
郊
外
の
グ
ア
イ
ヤ
バ
ン
バ

で
は
、
英
世
の
功
績
を
た
た
え
、
公

日
本
エ
ク
ア
ド
ル
外
交
関

係
樹
立
１
０
０
周
年

　

野
口
記
念
会
の
森
田
鉄
平
で
す
。

　

今
年
の「
い
な
わ
し
ろ
花
火
大
会
」

で
は
、
エ
ク
ア
ド
ル
を
テ
ー
マ
に
し

た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
と
エ
ク
ア
ド

ル
の
外
交
関
係
樹
立
１
０
０
周
年
を

記
念
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

国
交
が
結
ば
れ
た
１
９
１
８
年

は
、
野
口
英
世
が
黄
熱
病
研
究
の
た

め
に
エ
ク
ア
ド
ル
を
訪
れ
た
年
で
も

あ
り
ま
す
。
英
世
は
１
０
０
年
前
、

エ
ク
ア
ド
ル
で
黄
熱
病
の
研
究
を
し

ま
し
た
。
病
原
体
を
見
つ
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
黄
熱
病

と
症
状
が
よ
く
似
て
い
る
ワ
イ
ル
病

の
ワ
ク
チ
ン
を
作
り
ま
し
た
。
ワ
ク

チ
ン
は
多
く
の
人
の
命
を
救
い
、
英

世
は
大
き
な
称
讃
を
受
け
ま
し
た
。

英
世
の
功
績
に
よ
り
、
日
エ
ク
ア
ド

ル
修
好
通
商
航
海
条
約
が
一
ケ
月
半

と
い
う
短
い
時
間
で
締
結
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
の
２
月
、
外
交
関
係
樹
立

１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
グ
ア
ヤ
キ
ル
市

立
博
物
館
で
野
口
英
世
展
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の
展
覧
会
の
開

幕
式
に
招
か
れ
、
記
念
講
演
を
す
る

と
と
も
に
、
前
後
公
町
長
よ
り
お
預

か
り
し
た
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

贈
り
ま
し
た
。

野
口
英
世
博
士
没
後
90
年
記
念

特
別
レ
ポ
ー
ト

〜
野
口
英
世
博
士
の

　
　
功
績
を
訪
ね
て
〜

日
本
と
エ
ク
ア
ド
ル
の
外
交
関
係
樹
立

１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
今
年
２
月
に
エ
ク
ア
ド
ル
で
野
口

英
世
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
式
典
に
参
加
し
た
野
口

英
世
記
念
会
の
森
田
鉄
平
さ
ん
に
野
口

博
士
が
つ
な
い
だ
本
町
と
エ
ク
ア
ド
ル

の
絆
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Vol. ２
グアヤキル市立博物館で開かれた野口英世展

６月に新たに設置された野口英世像

ヒデヨノグチ小学校の子どもたち
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第
70
回
磐
梯
ま
つ
り
は
７
月

28
、
29
の
両
日
、
旧
役
場
跡
地
の

お
ま
つ
り
広
場
を
メ
イ
ン
会
場
に

開
か
れ
ま
し
た
。

　

磐
梯
ま
つ
り
は
、
明
治
21
年
７

月
15
日
の
磐
梯
山
噴
火
で
殉
難
し

た
人
々
の
追
悼
と
供
養
を
目
的
と

し
て
始
ま
り
、
五
穀
豊ほ
う

穣じ
ょ
うや
町
民

の
安
寧
を
祈
願
す
る「
火
の
祭
り
」

と
し
て
継
承
・
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
、
明
治
21
年
の
噴
火

か
ら
１
３
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　

初
日
は
、
磐い

わ

椅は
し

神
社
で
御ご

神じ
ん

火か

授
与
祭
が
行
わ
れ
、
磐
椅
神
社
か

ら
い
た
だ
い
た
神
聖
な
御
神
火
を

実
行
委
員
や
小
天
狗
、
巫
女
に
扮ふ

ん

し
た
猪
苗
代
中
の
生
徒
ら
が
祈
り

と
感
謝
を
込
め
て
お
ま
つ
り
広
場

ま
で
御
神
火
行
列
で
運
び
ま
し

た
。台
風
に
よ
る
悪
天
候
の
た
め
、

初
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
た
い
ま

つ
行
列
や
火
文
字
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
カ
メ
リ
ー
ナ
で
の

音
楽
パ
レ
ー
ド
で
祭
り
が
ス
タ
ー

ト
。
お
ま
つ
り
広
場
で
は
、
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
や
ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
の
演
奏
な
ど
多
彩
な
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
夜
に
は
会
津
磐
梯
山

総
お
ど
り
が
行
わ
れ
、
祭
り
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し

ま
す
。

第
70
回

　

磐
梯
ま
つ
り

02 03

04

05

06

07 08

09 10

11

01_ 磐梯まつりのフィナーレを飾る磐梯山
総おどり　02_ 磐椅神社からいただいた御
神火をおまつり広場に運ぶ実行委員ら　
03_ 磐椅神社で執り行われた「御神火遷火
の儀」　04_「山車とみこしの競演」で力
強く太鼓を打つ子どもたち　05_ 会津磐梯
山総おどりでは仮装コンテストが同時開催
され、祭りを大いに盛り上げた　06_ 猪苗
代中学校パソコン部による創作みこし　
07_ 猪苗代高校の生徒が町商工会青年部と
合同で出店を運営。同校茶道同好会では野
だてを行った　08・11_ カメリーナで行わ
れた音楽パレード。町内の小学校や猪苗代
中、猪苗代高、猪苗代吹奏楽団などが参加。
会場からは盛んな拍手が送られた（08_ 猪
苗代小学校、11_ 緑小学校）　09_ 中央通商
店街を勇壮に練り歩く新北町御三壇神

み こ し

輿会
10_ 川桁謡真鼓楽会による和太鼓の演奏　

火に託す二つの心
「祈り」と「感謝」
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TOWN  TOPICS

甲子高原を楽しくハイキング

森林の中を歩く参加者

第 66 回町民ハイキング

　第 66 回町民ハイキングは７月１日、甲子高原（西郷村）の「西
の郷遊歩道」を歩く約 2.5㌔のコースで行われ、約 60 人が参加
しました。
　参加者は、遊歩道を約３時間ほどかけて歩き、甲子高原の自然
や雪割橋から見る渓谷の風景などを楽しみました。渡部一正さん、
文子さんご夫妻は「歩きやすい距離で、自然を満喫しました。来
年も参加したいです」と話しました。

県大会出場を報告

左から吹奏楽部の山内教諭、相原副部長、後藤部長、宇南山
教育長、野球部の山本部長、遠藤副部長、上妻教諭

猪苗代中野球部・吹奏楽部が県大会に出場

　猪苗代中学校の野球部と吹奏楽部は７月 17 日、町役場を訪れ、
宇南山忠明教育長に県大会への出場を報告しました。野球部は６
月 12、13 の両日に会津若松市で開かれた中学校体育大会総合大
会の全会津大会で準優勝。吹奏楽部は７月７、８の両日に喜多方
市で開かれた県吹奏楽コンクール会津支部大会・小編成の部で金
賞を獲得し、それぞれ県大会出場を決めました。宇南山教育長は

「感謝の気持ちを忘れずに頑張ってください」と激励しました。

まちのわだい

ポンプ車操法の部で優勝した第５分団の操法

小型ポンプ操法の部優勝の第４分団の操法

第５分団、第４分団が優勝

　町消防操法大会は７月１日、町水防センター西側駐車
場で開かれました。大会には町内の消防団員が分団ごと
にチームを編成して出場し、規律や消防ポンプ操作の正
確性、動作のスピードなどを競い合いました。
　主な成績は下記のとおりです（敬称略、丸数字は分団）。

【ポンプ車操法の部】
優勝＝第５分団　準優勝＝第２分団　３位＝第６分団
最優秀選手　指揮者＝西川佳男①、二瓶尚之②、大川原
純一③、五十嵐史朗⑤、阿部正史⑥　１番員＝野口直樹
②、土屋勝彦④、遠藤成一⑤、佐藤翔太⑥　２番員＝野
口裕貴②　３番員＝小板橋幸宏①、阿部友輝③　４番員
＝須田忠洋④、榊原靖之⑤

【小型ポンプ操法の部】
優勝＝第４分団　準優勝＝第３分団　３位＝第２分団
最優秀選手　指揮者＝浅川太志②　１番員＝大竹直樹
②、大束拓也③、獅戸昴太④　２番員＝村澤賢也④、遠
藤辰朗⑤　３番員＝佐藤孝行④

町消防操法大会

白虎隊の剣舞を披露する子どもたち

町民や観光客でにぎわう
中ノ沢・沼尻・横向温泉祭り

緑小児童が天神太鼓を奉納

　学問の神様、菅原道真をまつる小平潟天満宮の例大祭は７月
24、25 の両日、同天満宮で行われました。参道には出店などが
立ち並び、学業成就などを祈願する多くの参拝者でにぎわいまし
た。
　例大祭初日には、緑小学校の４、５年生約 20 人が天神太鼓を
奉納。力強く天神太鼓を奉納する児童の姿に、参拝者からは盛ん
な拍手が送られました。

小平潟天満宮で例大祭

天神太鼓を奉納する児童

　中ノ沢、沼尻、横向の３温泉の「温泉祭り」は７月 21 日、中
ノ沢温泉などで行われ、多くの来場者でにぎわいました。戊辰戦
争の犠牲者の霊を慰める母成慰霊祭では、中の沢保育所の子ども
たちが母成峠古戦場碑の前で白虎隊の剣舞を披露し、花束をささ
げました。また、吾妻小児童による鼓笛パレードやイワナのつか
みどりが行われたほか、「若旦那居酒屋」の出店や温泉踊り、温
泉花火大会などが行われました。

湖水浴シーズンの安全を祈る

安全を祈り、玉串をささげる前後町長

猪苗代湖五浜合同浜開き

　猪苗代湖水難事故防止祈願祭並びに五浜合同浜開きは７月 13
日、上戸浜で行われました。上戸浜観光組合の主催。浜開きは毎
年、上戸浜、長浜、志田浜、天神浜、松橋浜の合同で行っています。
祈願祭では神事が執り行われ、関係者らが玉串をささげて湖水浴
シーズン中の安全と無事故を祈願しました。前後公町長が「各浜
や関係機関と連携を図り、水難事故防止に努めていきたい」とあ
いさつを述べました。

健康寿命を延ばそう

　町社会福祉協議会では７月 23 日、町農村環境改善センターで
地域の人たちが支え合い、生き生きとした生活を送るための講演
会を開きました。「ご近所福祉クリエイター」として全国で活躍
する酒井保さんが「活

い

き！生
い

き！元気！健康寿命を延ばす３つの
ポイント」と題して講演。酒井さんは、軽妙な語り口で会場を和
ませながら健康寿命を延ばすポイントについて分かりやすく紹介
しました。

地域支え合いづくり講演会を開催

健康寿命を延ばすポイントを紹介する酒井さん
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長瀬小が団体準優勝

　第 52 回交通安全子供自転車県大会は７月７日、本宮運動公園
総合体育館で行われ、県内 11 の小学校が参加しました。本町か
らは長瀬小と猪苗代小の２校が出場しました。
　競技は四人一組でチームを編成し、交通規則などに関する学科
テストと自転車でコースを走る実技テストの総得点で争われ、選
手たちが日ごろの練習の成果を披露しました。団体では、石川町
の石川小が優勝。長瀬小が準優勝に輝きました。　

交通安全子供自転車県大会

準優勝に輝いた長瀬小の選手ら

犯罪のない明るい社会を

７月 23 日の広報活動出発式の様子

「社会を明るくする運動」強化月間

　「社会を明るくする運動」強化月間の７月、町内では猪苗代地
区の保護司会や更生保護女性会などの関係団体により、犯罪の
ない明るい社会を築くための活動が繰り広げられました。７月 2
日早朝にはＪＲ猪苗代駅前で啓発活動を行い、参加した約 40 人
がチラシなどの啓発グッズを配り、非行防止などを呼びかけまし
た。23 日には町内広報活動として広報車で呼びかけを行ったほ
か、事業所などへ訪問し、明るい社会づくりへの協力を求めました。

学びいなで夏祭り

　「学びいな夏祭り 2018」は７月 15、16 の両日、学びいなで
開かれました。会場内には学びいなが主催する各種講座の作品が
展示されたほか、町体験交流協会に加盟する団体による作品展示
やまが玉作り体験、起き上がり小法師の絵付け体験、ミニＳＬの
運行など、さまざまな体験が行われました。屋外ステージでは、
オカリナコンサートやギターの弾き語りなどが繰り広げられまし
た。

学びいな夏祭り 2018

子どもたちの人気を集めたミニＳＬの運行

１
い

いまち９
ク

リーン大作戦

　ミニテル保育園の２～３歳児の園児６人は７月 19 日、中央通
商店街の清掃活動を行いました。園児たちは、歩道に落ちたごみ
を一生懸命に拾い集めました。同園では、「１

い

いまち９
ク

リーン大
作戦」と題し、毎月 19 日に町内の商店街や観音寺川周辺、ＪＲ
猪苗代駅などで清掃活動を実施しています。同園の佐藤亜紀園長
は「毎月、町探検をしながら楽しくごみ拾いをしています。子ど
もたちに奉仕の心を養いたいです」と話しました。

ミニテル保育園の園児が清掃活動

一生懸命にごみを拾い集める園児ら

川井源治さんが 100 歳に

前後町長から賀寿を受ける川井さん（右）

長寿を祝い、賀寿などを贈呈
　７月３日に 100 歳の誕生日を迎えた川井源治さん（五十軒）へ
の賀寿贈呈式は同日、川井さんの自宅で行われ、家族らが長寿を
祝いました。会津保健福祉事務所の本田邦之健康福祉部長、前後
公町長が賀寿や記念品などを贈りました。川井さんは水彩画を趣
味としてこれまでに数々の個展を開催。猪苗代地方史研究会では
50 年にわたり活動してきました。長男の源宏さんは「好きなこ
とを続けて長生きしてほしいです」と謝辞を述べました。

まちのわだい
TOWN  TOPICS

磐梯山噴火犠牲者を追悼

磐梯山噴火による犠牲者の冥福を祈る参列者ら

磐梯山噴火殉難者供養祭

　明治 21 年の磐梯山噴火犠牲者を追悼する磐梯山噴火殉難者供
養祭は７月 15 日、西勝寺で執り行われました。
　式では、磐梯まつり実行委員長の渡部常男町商工会長が式辞を
述べ、読経、焼香に続いて前後公町長、長沼一夫町議会議長が供
養の辞を述べました。遺族代表の山田英作さんが「自然災害の脅
威を忘れず、常に防災意識を持ちながら、豊かな実りを与える磐
梯山への感謝を後世に引き継ぎます」と謝辞を述べました。

未来担う青少年の主張
青少年の主張猪苗代町大会

　青少年メッセージ 2018 第 31 回青少年の主張猪苗代
町大会は７月 14 日、学びいなで開かれました。大会に
は町内の小・中・高校から 12 人が参加し、「夢や希望、
まちづくりに関すること」などをテーマに自由な発想で
発表しました。審査の結果、猪苗代小の江口楽さん、東
中の本多悠さん（＝特別賞）、猪苗代高校の笠間優希さ
んが最優秀賞を受賞しました。

1_ 小学生の部最優秀賞の江
口楽さんは「僕の一番の故郷 
猪苗代町」と題して発表。来
年から猪苗代町を離れる予定
の江口さんが町への恩返しの
思いを発表した　2_ 高校生
の部で最優秀賞を受賞した笠
間優希さん。子どもたちの未
来を守るために必要なことは
何か。笠間さんが考える対処
法を発表した　3_ 発表者と
審査員の皆さん

1

32
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朔也くんが笑うと家族みんなが笑顔になります。朔
也くんは、青山家自慢のアイドルです。

平成 29 年６月生まれ
～大原
翔太さん・都さんご夫妻の長男

青山　朔
さ く 　 や

也　くん

大好きなママと一緒に「ハイ、チーズ」

笑顔でこんにちは

　

朔
也
く
ん
は
絵
本
が
大
好

き
。
朔
也
く
ん
の
お
気
に
入

り
の
一
冊
は
、
実
は
、
マ
マ

の
都
さ
ん
が
子
ど
も
の
頃
お

気
に
入
り
だ
っ
た
「
シ
ロ
ク

マ
ち
ゃ
ん
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー

キ
」
で
す
。
カ
ラ
フ
ル
な
イ

ラ
ス
ト
が
好
き
な
理
由
な
ん

だ
と
か
。
都
さ
ん
は
「
こ
の

本
は
朔
也
に
初
め
て
買
っ
て

あ
げ
た
絵
本
な
ん
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

普
段
は
祖
母
の
純
子
さ
ん

と
過
ご
す
朔
也
く
ん
。
朔
也

く
ん
は
散
歩
を
す
る
の
が
好

き
で
す
が
、
最
近
は
暑
い
日

が
続
い
て
外
に
出
ら
れ
な
い

の
で
、
純
子
さ
ん
と
家
の
中

で
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
お
も

ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と

が
多
い
そ
う
で
す
。

　

パ
パ
の
翔
太
さ
ん
は
「
大

き
く
な
っ
て
も
健
康
で
元
気

に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と

話
し
ま
す
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
の
朔
也
く

ん
か
ら
、
ま
す
ま
す
目
が
離

せ
ま
せ
ん
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

　

ア
ク
ア
マ
リ
ン
い
な
わ
し
ろ
カ

ワ
セ
ミ
水
族
館
で
は
７
月
14
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
、
企
画
展
「
ザ

対
決
・
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
VS
タ
ガ
メ
～

カ
マ
キ
リ
先
生
へ
の
挑
戦
状
～
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
体
験
型
展
示
で
は
、
ゲ
ン

ゴ
ロ
ウ
と
タ
ガ
メ
を
比
較
す
る
五

番
勝
負
を
展
開
。
標
本
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
水
生
昆
虫
の
標
本
を
約

３
９
０
種
、
約
７
０
０
点
を
展
示

し
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
は
国
内
に
生
息

す
る
ほ
ぼ
全
て
に
当
た
る
１
４
０

種
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園
の

園
児
は
７
月
18
日
、
同
水
族
館
を

訪
れ
、
同
水
族
館
の
職
員
ら
が
制

作
し
た「
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
絵
描
き
歌
」

を
披
露
し
ま
し
た
。
園
児
は
大
き

な
歌
声
に
合
わ
せ
、
壁
に
貼
ら
れ

た
紙
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ン
ゴ

ロ
ウ
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。

　

ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園
の
園
児
に

よ
る
「
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
絵
描
き
歌
お

披
露
目
会
」
の
模
様
は
、
企
画
展

開
催
中
に
館
内
の
モ
ニ
タ
ー
で
上

映
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ク
ア
マ
リ
ン
い
な
わ
し
ろ

カ
ワ
セ
ミ
水
族
館
で
企
画
展
開
催

園児に水生昆虫の生態を紹介する職員ら「ゲンゴロウ絵描き歌」を披露する園児

企画展地域おこし協力隊通信

　

毎
年
、
夏
に
な
る
と
サ
ル
な
ど

の
野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物
の
被

害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
実
が
凶
作

の
予
想
で
あ
り
、
ク
マ
に
お
い
て

は
例
年
よ
り
も
出
没
が
多
い
年
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ル
に
お
い

て
は
、
昨
年
ま
で
は
出
没
し
て
い

な
か
っ
た
地
区
に
も
行
動
域
を
広

げ
、
場
所
に
よ
っ
て
は
甚
大
な
被

害
を
出
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

効
果
的
な
対
策
方
法
を
「
ア
グ
リ

い
な
通
信
」
に
毎
月
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

野
生
動
物
か
ら
の
被
害
を
軽
減

す
る
に
は
「
自
分
た
ち
の
地
区
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
最
近

で
は
、
サ
ル
の
追
い
払
い
を
町
民

の
皆
さ
ん
と
共
同
で
行
っ
た
り
、

電
気
柵
を
個
人
や
集
落
で
設
置
し

た
り
す
る
な
ど
、
対
策
を
積
極
的

に
実
施
す
る
人
が
増
え
て
き
て
お

り
、
一
部
の
地
区
で
は
被
害
が
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
一
体

と
な
り
、
協
力
し
合
っ
て
対
策
を

講
じ
て
い
く
こ
と
が
被
害
軽
減
へ

の
近
道
で
す
。
私
た
ち
は
そ
の

き
っ
か
け
作
り
や
手
助
け
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

地域おこし協力隊

宮本 沙
さ 　 や 　 か

綾香 さん

私たちが地域を元気に！

主な活動内容：有害鳥獣対策

ホットニュース

　

外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ

Ｔ
）の
ヴ
ァ
ハ
ラ
・
ジ
ェ
シ

カ
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
さ
ん
の

退
任
に
伴
う
感
謝
状
贈
呈
式

は
７
月
23
日
、
町
役
場
で
行

わ
れ
、
前
後
公
町
長
が
ジ
ェ

シ
カ
さ
ん
に
感
謝
状
と
記
念

品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ジ
ェ
シ
カ
さ
ん
は
米
国
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
出
身
。

昨
年
７
月
か
ら
１
年
間
に
わ

た
り
、
町
内
の
中
学
校
で
英

語
の
授
業
の
補
助
や
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
指
導
を
熱

心
に
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

学
校
行
事
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会

な
ど
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
地
域
住
民

と
の
交
流
を
深
め
、
誰
か
ら

も
愛
さ
れ
る
存
在
で
し
た
。

　

ジ
ェ
シ
カ
さ
ん
は
「
日
本

で
の
滞
在
は
短
い
も
の
で
し

た
が
、
私
の
人
生
の
中
で
と

て
も
意
義
深
い
一
年
で
し
た
。

私
は
猪
苗
代
で
家
族
同
然
の

友
人
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
美
し
い
猪
苗
代
で
皆

さ
ん
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
、
感
謝
以
外
の
言
葉

は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

前後町長から感謝状を受けるジェシカさん（左）

ジェシカさんが退任
感謝状を贈呈

外国語指導助手感謝状贈呈式
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Ｑ
＆
Ａ　

よ
く
あ
る
質
問

Ｑ
：
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
を

　
　

し
な
か
っ
た
場
合
は
、
窓
口
で

　
　

の
負
担
は
ど
う
な
る
？

Ａ
：
未
申
請
の
場
合
、
医
療
費
の
窓

　
　

口
で
の
支
払
い
に
限
度
は
無
く

　
　

な
り
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て
設

　
　

定
さ
れ
て
い
る
上
限
額
を
超
え

　
　

た
分
は
、
後
日
、
高
額
療
養
費

　
　

の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く

　
　

だ
さ
い
。

Ｑ
：
70
歳
以
上
の
「
低
所
得
者
Ⅰ
」

　
　

の
区
分
に
該
当
す
る
の
は
、
ど

　
　

の
よ
う
な
場
合
な
の
？

Ａ
：
例
え
ば
、
公
的
年
金
だ
け
で
生

　
　

活
し
て
い
る
家
族
で
、
そ
れ
ぞ

　
　

れ
の
年
金
収
入
が
80
万
円
に
満

　
　

た
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
区
分

　
　

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

国
保
年
金
係

☎（
62
）２
１
１
４

国
保
の
お
は
な
し

あ
る
日
突
然
私
た
ち
を
襲
う
病
気
や
け
が
。
そ
ん
な
時
、
皆
さ
ん
を
支
え
る
の
が

「
国
民
皆
保
険
制
度
」
で
す
。

今
月
号
で
は
、
国
民
健
康
保
険（
以
下
「
国
保
」）の
限
度
額
適
用
認
定
証
や
国
保

税
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

その２

得
に
応
じ
て
負
担
区
分
を
再
判
定
し

ま
す
）。

　

ま
た
、
非
課
税
世
帯（
世
帯
主
お

よ
び
国
保
加
入
者
全
員
の
住
民
税
が

非
課
税
）に
は
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
保
険
診
療
の
窓
口
負
担
が
限

度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院
時
の
食
事

代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。【
表
１
・
２
】

70
歳
以
上
の
自
己
負
担
限

度
額
が
変
更
さ
れ
ま
す

　

医
療
費
に
お
け
る
世
代
間
の
公
平

性
を
明
確
に
す
る
た
め
、
70
歳
か
ら

74
歳
の
高
齢
受
給
者
の
自
己
負
担
限

度
額
に
つ
い
て
、
昨
年
、
国
で
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

今
年
度
も
限
度
額
が
変
更
さ
れ
ま

す
。

　

今
年
８
月
か
ら
変
更
と
な
る
の
は

「
現
役
並
み
所
得
者
」
と
「
一
般
」

の
世
帯
で
す
。

　

詳
細
は
下
記
の
【
表
２
】
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
受
給
者
証
も
８
月
に

更
新
さ
れ
ま
す

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
に
交
付

さ
れ
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
も
、
前

年
の
所
得
に
よ
っ
て
２
割
ま
た
は
３

割
の
負
担
割
合
を
判
定
し
、
毎
年
８

月
１
日
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
７
月
下
旬
に
高
齢

受
給
者
証
を
世
帯
主
宛
て
に
郵
送
し

ま
し
た
。
新
し
い
受
給
者
証
が
お
手

元
に
届
い
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
こ
の
受
給
者
証
を
保
険
証
と
一

緒
に
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と

で
、
入
院
・
外
来
と
も
、
窓
口
負
担

が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か

ら
傷
病
を
受
け
た
と
き
は

　

交
通
事
故
を
は
じ
め
、
第
三
者
の

行
為
に
よ
っ
て
傷
病
を
受
け
た
場

合
、
医
療
費
は
本
来
加
害
者
が
支
払

う
も
の
で
す
が
、
届
け
出
に
よ
り
、

国
保
で
治
療
を
受
け
る
事
が
で
き
ま

す
。一
時
的
に
国
保
が
立
て
替
え
て
、

あ
と
か
ら
国
保
が
加
害
者
に
費
用
の

請
求
を
行
い
ま
す
。

　

国
保
で
治
療
を
受
け
る
と
き
に
は

必
ず
国
保
年
金
係
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
仕
事
中
の
け
が
は
、

労
働
災
害
保
険（
労
災
）の
対
象
に

な
る
の
で
、
国
保
で
治
療
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

国
保
税
に
は
負
担
軽
減
措

置
が
あ
り
ま
す

　

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
や

雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
を
さ
れ

た
人
に
対
し
て
、
離
職
し
た
本
人
の

前
年
の
給
与
収
入
を
１
０
０
分
の
30

の
額
と
み
な
し
て
、
国
保
税
を
計
算

す
る
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。
軽
減

を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

○
軽
減
対
象
期
間

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

（
国
保
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
は

そ
の
時
点
ま
で
）

○
対
象
者

雇
用
保
険
法
の
特
定
受
給
資
格
者
お

よ
び
特
定
理
由
離
職
者

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離

職
理
由
コ
ー
ド
が
「
11
・
12
・
21
・

22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34
」
の
人

で
す
（
離
職
時
点
で
65
歳
以
上
の
人

お
よ
び
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
の
な

い
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

②
印
鑑

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

所得区分
１カ月の自己負担限度額 入院時の１食の

食事負担３回目まで ４回目以降

ア：年間所得 901 万円超 252,600 円 ＋（医療費 - 842,000 円）×１％   140,100 円 460 円

イ：年間所得 600 万円～ 901 万円 167,400 円 ＋（医療費 - 558,000 円）×１％ 　 93,000 円 460 円

ウ：年間所得 210 万円～ 600 万円   80,100 円 ＋（医療費 - 267,000 円）×１％ 　 44,400 円 460 円

エ：年間所得 210 万円以下   57,600 円 　 44,400 円 460 円

オ：住民税非課税世帯   35,400 円 　 24,600 円 210 円（※）

（※）過去 12 カ月間で入院日数が 90 日を超えると 160 円になります。詳しくは国保年金係にお問い合わせください。
・４回目以降の金額は、過去 12 カ月以内に限度額を超えた支給が４回以上あった場合に適用される金額です。
・入院時の食事負担や差額ベッド代などは、自己負担限度額に含まれません。

【表１】● 70 歳未満の人

所得区分
１カ月の自己負担限度額 入院時の１食の

食事負担外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯単位） ４回目以降

現役並み
所得者

Ⅲ 690 万円以上 252,600 円 +（医療費 - 842,000 円）×１％    140,100 円 460 円

Ⅱ 380 万円以上 167,400 円 +（医療費 - 558,000 円）×１％ 93,000 円 460 円

Ⅰ 145 万円以上 　　　 80,100 円 +（医療費 - 267,000 円）×１％ 44,400 円 460 円

一　般 18,000 円
（年間限度額 144,000 円） 57,600 円 44,400 円 460 円

低所得者
（住民税非課税）

低Ⅱ
8,000 円

24,600 円 ― 210 円（※）

低Ⅰ 15,000 円 ― 100 円

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
に

つ
い
て　

　　

入
院
の
予
定
が
あ
る
人
、
外
来
で

の
医
療
費
が
高
額
に
な
り
そ
う
な
人

な
ど
は
、
事
前
に
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
の
交
付
を
受
け
、
医
療
機
関

へ
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費

の
窓
口
負
担
が
限
度
額
ま
で
に
な
り

ま
す
。【
表
１
・
２
】

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
は
国
保

年
金
係
の
窓
口
で
申
請
す
る
こ
と

で
、
申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
適
用

さ
れ
る
も
の
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、申
請
に
は
保
険
証
と
印
鑑
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
国
保
税
に

滞
納
が
な
い
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
。

８
月
は
限
度
額
適
用
認
定

証
の
更
新
月
で
す

　

有
効
期
限
が
平
成
30
年
７
月
31
日

ま
で
の
認
定
証
を
持
っ
て
い
て
、
引

き
続
き
認
定
証
が
必
要
な
人
は
、
新

た
に
申
請
が
必
要
で
す（
前
年
の
所

国
保
税
は
納
期
限
内
に

　

国
保
税
は
、
７
月
か
ら
翌
年
２
月

ま
で
の
８
回
で
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
国
保
税
の
未
納
が
続
く

と
、
有
効
期
間
の
短
い
保
険
証
や
、

窓
口
の
支
払
い
で
医
療
費
の
全
額
を

負
担
す
る
必
要
が
あ
る
資
格
証
明
書

な
ど
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
期
限
ま
で
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
早
め
に
税
務
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

国
保
税
の
納
付
は
口
座
振

替
が
便
利
で
す

　

国
保
税
の
納
付
に
は
、
ぜ
ひ
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振

替
な
ら
、
国
保
税
を
納
め
に
行
く
手

間
が
省
け
る
だ
け
で
な
く
、
納
め
忘

れ
の
心
配
も
な
い
の
で
安
心
・
便
利
・

確
実
で
す
。
一
度
手
続
き
を
す
る
だ

け
で
、
翌
年
度
以
降
も
自
動
的
に
継

続
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
は
通
帳
と
届
出
印
を

持
っ
て
、
町
指
定
金
融
機
関

に
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い

国
保
に
も
い
ろ
い

ろ
な
制
度
が
あ
る

ん
だ
ね
。
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
国
保
年
金
係
に

問
い
合
わ
せ
て
み

よ
う
か
な

【表２】● 70 歳以上（高齢受給者）の人

課
税
所
得
額

私
は
定
年
退
職

で
国
保
に
加
入

し
た
か
ら
、
負

担
軽
減
措
置
は

受
け
ら
れ
な
い

ん
だ
ね
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児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
る

た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

▼
支
給
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童（
18
歳
に
到
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者

（
中
度
以
上
の
障
害
を
有
す
る
場
合

は
20
歳
未
満
））
を
監
護
し
て
い
る

父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

○
「
父
母
が
離
婚
」、「
父
母
が
死

亡
」、　
「
父
母
が
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
害
を
持
つ
」、「
父
母
が
生
死

不
明
」、
そ
の
他（
父
母
が
１
年
以

上
遺
棄
し
て
い
る
児
童
、
父
母
が
１

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
、
母

が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児

童
、
児
童
の
父
母
が
保
護
命
令
を
受

け
た
場
合
な
ど
）

※
次
の
よ
う
な
場
合
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

○
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入

所
し
た
と
き
や
里
親
に
預
け
ら
れ
た

と
き

○
父
母
ま
た
は
養
育
者
が
婚
姻
の
届

け
出
は
し
な
く
て
も
、
事
実
上
の
婚

姻
関
係（
内
縁
関
係
な
ど
を
含
む
）

が
あ
る
と
き

生
防
止
対
策
な
ど
に
つ
い
て
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

８
月
下
旬
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
当
日
は
、
公
用
車
に

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
」
の
マ

グ
ネ
ッ
ト
を
貼
り
、
農
業
委
員
会
の

帽
子
と
腕
章
を
着
用
し
た
地
区
担
当

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
と
事
務
局
職
員
が
巡
回
し
ま
す
。

　

調
査
の
際
に
農
地
な
ど
へ
の
立
ち

入
り
や
お
話
を
伺
う
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局　

農
地
係

☎（
62
）５
６
５
５

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
が
役
所（
国
、
県
、

市
町
村
）
や
特
殊
法
人
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
）の
仕
事
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　

定
例
相
談
会
は
毎
月
１
回
、
第
３

水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

８
月
15
日（
水
）、
９
月
19
日（
水
）、

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
所
得
制
限

　

受
給
資
格
者
の
前
年
の
所
得
が
一

定
の
額
以
上
あ
る
場
合
は
、
そ
の
年

度（
８
月
か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
）

は
、
手
当
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
扶
養

義
務
者（
同
居
の
直
系
血
族
お
よ
び

兄
弟
姉
妹
）な
ど
の
所
得
に
よ
る
所

得
制
限
も
あ
り
ま
す
。

▼
手
当
額（
月
額
）

○
児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給
：
４
万
２
５
０
０
円

一
部
支
給
：
１
万
０
０
３
０
円
～

４
万
２
４
９
０
円（
所
得
に
応
じ
て
）

○
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

２
人
目
：
最
大
で
１
万
０
０
４
０
円
、

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き
：
最
大
で

６
０
２
０
円

※
加
算
額
に
つ
い
て
は
物
価
ス
ラ
イ

ド
制
が
導
入
さ
れ
、
物
価
の
上
下
に

合
わ
せ
て
支
給
額
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

福
島
県
児
童
家
庭
課　
　
　
　
　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
１
７
６

　
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

総
務
省
統
計
局（
福
島
県
・
猪
苗

代
町
）で
は
、
10
月
１
日
現
在
で
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。 

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す
る

最
も
基
本
的
で
重
要
な
調
査
で
、
全

国
約
３
７
０
万
世
帯
の
人
を
対
象
と

し
た
大
規
模
な
調
査
で
す
。 

　

今
回
の
調
査
で
は
、
住
宅
数
や
国

民
の
居
住
状
況
だ
け
で
な
く
、
①

「
高
齢
化
社
会
を
支
え
る
居
住
環
境
」、

②
「
耐
震
性
・
防
火
性
等
の
住
宅
性

能
水
準
の
達
成
度
」、
③
「
土
地
の

利
用
状
況
」
の
ほ
か
、「
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
「
空
き

家
の
実
態
」
を
把
握
す
る
こ
と
を
狙

い
と
し
て
い
ま
す
。 

　

調
査
期
間
中
、
統
計
調
査
員
が
調

査
書
類
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
調
査

へ
の
回
答
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
回
答
ま
た
は
紙
の
調
査
票
で
の
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係

☎（
62
）２
１
１
２

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す　

　

毎
年
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生

防
止
・
解
消
、
農
地
の
違
反
転
用
発

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

②
土
日
祝
日　

町
役
場
１
階　

宿
日

直
室

▼
配
布
方
法　

　

右
記
の
と
お
り
来
庁
し
て
い
た
だ

き
、
職
員
へ
「
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド

が
欲
し
い
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た

だ
い
た
後
、
１
人
に
つ
き
１
枚
配
布

し
ま
す
。
配
布
方
法
に
は
全
国
共
通

の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
配
布
場
所

に
直
接
本
人
が
訪
れ
る
こ
と
で
カ
ー

ド
を
１
枚
入
手
で
き
ま
す
。

▼
そ
の
他　

　

予
約
、郵
送
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課　

下
水
道
係

☎（
62
）５
６
３
３

在
宅
医
療
・
介
護
連
携

推
進
事
業
講
演
会　

　
　

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
在
宅
医
療
と

介
護
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る
体
制

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
自
宅
で
最
期
を
迎
え

る
た
め
の
在
宅
医
療
に
関
わ
っ
て
い

る
ふ
く
し
ま
在
宅
緩
和
ケ
ア
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
の
鈴
木
雅
夫
先
生
を
講

師
に
お
迎
え
し
、
講
演
を
い
た
だ
く

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

人
権
擁
護
・
行
政
相
談

委
員
合
同
相
談
会

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
と
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
人
権
問
題
や
法

律
に
つ
い
て
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

９
月
７
日（
金
）　

午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

第
４
委
員

会
室

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

市
町
村
対
抗

軟
式
野
球
大
会

　

第
12
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式

野
球
大
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
で
町
の
代
表
チ
ー
ム

を
現
地
の
球
場
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

９
月
９
日（
日
）
　

第
４
試

合　

午
後
１
時
試
合
開
始
予
定

▼
会
場　

あ
づ
ま
球
場（
福
島
市
）

▼
対
戦
相
手　

西
会
津
町

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

☎（
72
）０
１
８
０

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を

配
布
し
ま
す

　

下
水
道
事
業
の
普
及
啓
発
を
図
る

目
的
で
下
水
道
広
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム（
Ｇ
Ｋ
Ｐ
）
が
企
画
・
監
修
し
、

全
国
的
に
人
気
を
集
め
て
い
る
マ
ン

ホ
ー
ル
カ
ー
ド
に
つ
い
て
、
町
で
は

第
８
弾
か
ら
参
加
し
、
次
の
と
お
り

カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す
。

▼
配
布
開
始
日　

８
月
11
日（
土
）か
ら

▼
配
布
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼
配
布
場
所

①
平
日　

町
役
場
２
階　

上
下
水
道

課
窓
口

農
業
委
員
会

福
　
祉

福
　
祉

統
　
計

相
　
談

　町は、「広報猪苗代」に掲載する有料広告を
募集しています。事業所の宣伝、広告などにぜ
ひご活用ください。手続きや料金など、詳しく
は下記にお問い合わせください。
 ㉄総務課　秘書広報係　☎（62）2111

有料広告募集中

お
知
ら
せ

頑張れ！町チーム（写真は昨年の壮行会）

と
と
も
に
、
在
宅
で
の
み
と
り
を
経

験
さ
れ
た
ご
家
族
に
お
話
を
伺
い
ま

す
。

　

自
分
や
家
族
が
必
ず
通
る
道
で
す
。

ど
ん
な
最
期
を
迎
え
た
い
か
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

９
月
15
日（
土
）　

午
後

２
時
～
午
後
４
時（
午
後
１
時
30
分

開
場
）

▼
会
場　

学
び
い
な　

大
研
修
室

▼
参
加
方
法　

ど
な
た
で
も
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。
参
加
費
無
料
・
事
前

申
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先　

保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５
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託
）」、「
11
条
法
定
検
査（
県
指
定

検
査
機
関
実
施
）」
の
３
つ
を
全
て

完
了
し
て
い
る
こ
と

②
10
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
で
あ
る
こ

と③
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
に
接
続

で
き
る
建
物
で
は
な
い
こ
と

④
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑤
単
独
処
理
浄
化
槽
の
場
合
は
、
初

回
申
請
か
ら
５
年
度
を
経
過
し
て
い

な
い
こ
と　

ほ
か

▼
補
助
金
額

▼
そ
の
他

　

補
助
申
請
を
勧
め
る
個
別
通
知
は

行
い
ま
せ
ん
。
毎
年
申
請
し
て
い
た

人
は
、
今
年
度
も
忘
れ
ず
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課　

下
水
道
係

☎（
62
）５
６
３
３

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

道
路
除
雪
臨
時
運
転
手

募
集

　

町
で
は
、
冬
期
間
に
お
け
る
道
路

交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
道

路
除
雪
臨
時
運
転
手
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
予
定
人
員

道
路
除
雪
臨
時
運
転
手　

25
人
程
度

▼
雇
用
予
定
期
間

平
成
30
年
12
月
３
日（
月
）か
ら
平

成
31
年
３
月
31
日（
日
）ま
で

▼
賃
金

　

町
の
規
定
に
よ
る
。
早
朝
、
深
夜
、

休
祝
日
出
勤
は
超
過
勤
務
手
当
あ
り
。

※
経
験
年
数
に
よ
り
基
本
賃
金
が
変

わ
り
ま
す
。

▼
採
用
条
件

　

猪
苗
代
町
臨
時
職
員
の
雇
用
等
に

関
す
る
規
則
に
よ
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
31
年
３
月
31
日
現
在
満
70
歳
以

下
の
健
康
な
人
で
、
大
型
特
殊
免
許

（
ホ
イ
ー
ル
ト
ラ
ク
タ
ー
限
定
免
許

除
く
）お
よ
び
車
両
系
建
設
機
械
運

転
技
能
講
習
修
了
資
格
の
保
持
者
に

限
り
ま
す
。

※
平
成
30
年
12
月
３
日
現
在
で
65
歳

以
上
の
人
は
、
除
雪
車
の
運
転
経
験

が
あ
り
即
時
運
転
お
よ
び
作
業
が
可

能
な
人
に
限
り
ま
す
。

▼
提
出
書
類

・
履
歴
書（
用
紙
は
建
設
課
で
受
け

取
る
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

・
運
転
免
許
証
の
写
し

・
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習

修
了
証
の
写
し

・
健
康
診
断
書

▼
選
考

　

書
類
選
考
。
た
だ
し
、
場
合
に
よ

り
面
接
試
験
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限

10
月
19
日（
金
）ま
で

※
募
集
人
数
に
達
し
た
場
合
は
、
期

限
前
に
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

建
設
係

☎（
62
）２
１
１
８

浄
化
槽
維
持
管
理
事
業

費
補
助
金

　

町
で
は
、
猪
苗
代
湖
を
は
じ
め
と

す
る
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
の
た

め
、
浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理
し

て
い
る
人
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
と
な
る
要
件

①
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
「
保
守
点
検（
県
登
録
業
者
に
委

託
）」、「
清
掃（
町
許
可
業
者
に
委

補
助
金

９
月
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

町
議
会
の
本
会
議
は
一
般
に
公
開

さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
議
場
は
町
役

場
３
階
で
す
。
傍
聴
す
る
人
は
、
傍

聴
席
入
口
に
あ
る
受
付
簿
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
入
場
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
議
事
を
妨
害
す
る

恐
れ
の
あ
る
人
は
入
場
で
き
な
い
な

ど
、
傍
聴
の
際
に
は
注
意
事
項
が
あ

り
ま
す
の
で
、
職
員
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼
開
会
予
定
日　

９
月
４
日（
火
）

※
一
般
質
問
は
10
日（
月
）、
11
日

（
火
）の
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局　

議
事
係

☎（
62
）５
６
６
６

ご
み
分
別
の
お
願
い

　

先
日
、
会
津
地
域
の
ご
み
処
理
を

し
て
い
る
会
津
若
松
地
方
広
域
市
町

村
圏
整
備
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
の
燃

や
せ
な
い
ご
み
施
設
で
火
災
が
発
生

生
　
活

募
　
集

合併処理

浄化槽

合併処理浄化槽
（窒素リン除去型）

単独処理

浄化槽

５人槽 10,000 円 17,000 円 6,000 円

６～７人槽 13,000 円 20,000 円 8,000 円

８～ 10 人槽 16,000 円 25,000 円 10,000 円

し
ま
し
た
。
ご
み
の
中
に
カ
セ
ッ
ト

式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
ラ
イ
タ
ー
、
マ
ッ

チ
、
ボ
タ
ン
電
池
、
小
型
充
電
式
電

池
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

カ
セ
ッ
ト
式
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
捨
て

る
際
は
、
缶
に
穴
を
開
け
て（
換
気

に
注
意
）「
缶
の
日
」
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ラ
イ
タ
ー
は
使
い
切
っ
て

か
ら
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ボ
タ
ン
電
池

や
小
型
充
電
式
電
池
は
、
販
売
店
な

ど
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

各
世
帯
に
お
配
り
し
ま
し
た
「
ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
再

度
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご
み
の
分
別

に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎（
62
）２
１
１
４

善意をありがとうございます

猪苗代吹奏楽団・ＩＭＳ
　猪苗代吹奏楽団とＩＭＳ（いなわしろ
ミュージックサポート）は６月 27 日、猪
苗代中ＰＴＡに６万円を寄付しました。

小林栄顕彰会
　小林栄顕彰会は７月９日、町教育委員会
に小林栄の功績を紹介する冊子 105 冊を
寄贈しました。

災害復興支援協力金として
　東京都の東深沢中、東深沢小、等々力小、
みしまの森学舎は７月 30 日、町に 10 万
円を寄付しました。

武田光弘校長（左から３人目）に善意を手渡す阿
部達也猪苗代吹奏楽団長（同２人目）ら

宇南山忠明教育長に冊子を手渡す鬼多見賢副理事
長（左から２人目）ら

議
　
会

　町では、旧猪苗代町衛生センターにおいて家庭から出る粗大ごみ
の受け入れを行っているところですが、粗大ごみを搬入する際にご
みの日に出せる一般家庭ごみや、受け入れできないものを搬入され
ることがあります。
　粗大ごみを搬入する際には、「ごみリサイクルカレンダー」の
五十音別早見表を確認してから搬入してください。
●次の物は搬入できません。
①猪苗代町以外から排出された廃棄物
②町指定のごみ袋に入る家庭ごみ
③・重量 50㌔㌘以上の物
　・長さ 180㌢㍍以上の物（木類以外）
　・直径（角材は対角）15㌢㍍以上または長さ 100㌢㍍以上の木類
④家電リサイクル対象品（テレビ、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、衣類
乾燥機、エアコン）、パソコン、バイク、自動車部品、タイヤ、ホイー
ル、スクラップ、消火器、耐火金庫、ガレキ、コンクリート類、ブ
ロック、残土
⑤事業活動に伴い発生するごみ、農機具、農業資材、建築廃材
⑥産業廃棄物
⑦有害物質を含む物、危険性のある物、引火性のある物、著しく悪
臭を発する物、特別管理一般廃棄物、その他処理に支障があると町
が認める物
●搬入に際しては、注意事項および係員の指示を守ってください。
●上記のことを守らない場合は、搬入をお断りすることがあります。
●ご自分で運搬できない場合や町が引き取らないごみの処理につい
ては、ごみ処理業者に処理を依頼してください（有料）。
●引越しなどで一度に大量の家庭ごみを排出する場合、町の証明を
受けて自ら会津若松市にある会津若松地方広域市町村圏整備組合環
境センターに直接持込むことができますので、町民生活課環境係に
お問い合わせください。

　問い合わせ先　町民生活課　環境係
☎（62）2114

粗大ごみ搬入時の注意点について

▼大川原久夫副町長に善意を届ける東深沢中の山崎
真夏さん（左から２人目）ら
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㉄福島地方法務局　不動産登記部門
☎ 024（534）2048
●調査士会ＡＤＲ
㉄境界紛争解決支援センターふくし
ま
☎ 024（535）3937

　　熱中症を予防して
　　元気な夏を！

　夏本番を迎え、熱中症になる人が
増えてきます。熱中症をしっかり予
防し、楽しい夏を過ごしましょう。
～熱中症予防のポイント～
①部屋の温度をこまめにチェック
し、エアコンや扇風機を上手に使い
ましょう。
②のどが渇かなくてもこまめに水分
補給をしましょう。
③外出の際は体を締め付けない涼し
い服装で、また日よけ対策もしっか
りしましょう。
④無理をせず、適度に休憩をとりま
しょう。
⑤日ごろから栄養バランスのよい食
事を取り、適度な運動をしましょう。
～こんなときはためらわずに救急車
を呼びましょう！～
①自分で水が飲めなかったり、脱力
感や倦怠感が強く、動けない場合
②意識がない（おかしい）、全身の
けいれんがあるなどの症状がある場
合
㉄猪苗代消防署
☎（62）4433

　毎月勤労統計調査特別
　調査にご協力ください

　平成 30 年７月 31 日現在で、常
用労働者を１人から４人雇用してい
る事業所を対象に「毎月勤労統計調
査特別調査」を実施します。　
　この調査は、賃金、労働時間およ
び労働者数の動向を明らかにするた
めの大切な調査です。調査の対象事
業所には、８月から９月にかけて統
計調査員がお伺いしますので調査へ
のご理解とご回答をお願いします。
㉄県統計課
☎ 024（521）7145

土地の境界問題解決のため
の制度があります

　福島地方法務局と福島県土地家屋
調査士会では、連携して境界問題の
解決を支援します。
　筆界特定制度は法務局の職員が専
門家の意見を聞いて現地で筆界を特
定します。
　調査士会ＡＤＲは土地家屋調査士
が弁護士と一緒に相談・調停に応じ
ています。
　境界に関してお困りのことがあり
ましたら下記にお問い合わせくださ
い。
●筆界特定制度

今月の納期
（納期限８月 31 日）

●町県民税        第２期分

●国民健康保険税

                             第２期分

●介護保険料   第２期分
●後期高齢者医療保険料

　　　　　　     第１期分

●上下水道使用料
                                       ８月分

●下水道負担金

　　　　　　     第２期分

　「子どもの人権 110 番」
　強化週間

　いじめや嫌がらせ、虐待、体罰な
ど子どもの抱える人権問題について
電話相談を実施します。相談は、人
権擁護委員および法務局職員が応じ
ます。お気軽にご相談ください。
●日時　８月 29 日（水）から９月４
日（火）午前８時 30 分から午後７時
※９月１日（土）・２日（日）は午前
10 時から午後５時まで
●電話　0120（007）110（フリーダ
イヤル）
●その他　秘密厳守・相談無料
※上記期間以外は平日のみ、午前８
時 30 分から午後５時 15 分まで相
談に応じています。
㉄福島地方法務局人権擁護課　
☎ 024（534）1994

「 心 の 輪 を 広 げ る 体 験 作
文 」・「 障 害 者 週 間 の ポ ス
ター」募集

　内閣府および県では、「心の輪を
広げる体験作文」および「障害者週
間」の普及や障がい者に対する理解
の促進などに資するための「障害者
週間のポスター」を募集しています。
●応募資格
○「心の輪を広げる体験作文」は小
学生以上。小学生以上であれば、障
害の有無にかかわらずどなたでも応
募できます。
○「障害者週間のポスター」は小学
生または中学生。小学生または中学
生であれば、障害の有無にかかわら
ずどなたでも応募できます。
●応募方法
内閣府ホームページ（http://www8.
cao.go.jp/shougai/index.html）よ り

暮らしの情報広場
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応募用紙をダウンロードし、必要事
項を記入後、応募作品とともに町保
健福祉課に提出してください。
●応募締切　９月４日（火）（必着）
●その他
　応募作品の著作権および版権は主
催者に属します。応募作品は原則と
して返却されません。
　募集テーマなど、詳しくは内閣府
ホームページをご覧ください。
㉄県障がい福祉課
☎ 024（521）7170

ヒシ刈りボランティア募集

　猪苗代湖の自然を守る会では、ヒ
シ刈りボランティアを募集していま
す。用具などは準備しますが、汚れ
てもよい服装でご参加ください。
●実 施 日　８月 24 日、31 日、９
月７日、14 日（いずれも金曜日）
●時間　午前９時から午前 11 時ご
ろまで（受け付けは午前８時～）
●集合場所　猪苗代水環境センター

（三城潟公衆トイレ南側）
㉄猪苗代湖の自然を守る会
☎ 85（7573）
　
　サマーデイキャンプ in
　天神浜　参加者募集

　「森のようちえん こめらっこ」と
「Roots の森プレーパーク」では、
子どものための外遊び体験イベント
の参加者を募集します。
●日時　８月 25 日（土）　午前 10
時～午後３時
●場所　天神浜オートキャンプ場
●対象　自然遊びが好きな家族
●内容　マシュマロ・ソーセージ焼
き、ハンモック・工作広場、スラッ
クラインなど
● 参 加 費　 無 料（ 一 部 の ワ ー ク
ショップ・食材は有料）
●申し込み　不要
㉄ Roots 猪苗代　Roots の森プレー
パーク
☎ 0120（91）3969

消　　防

土　　地

町の人口

  30 年７月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　14,251 人
　　世帯数　　　  4,979 戸
　　出生　  4 人　  転入　 69 人
　　死亡　13 人  　転出　 45 人

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 30 年６月 30 日現在）

１　犯罪発生状況

◎なりすまし詐欺に注意！息子を装い、お金をだまし
取る詐欺が増えています。話の中で、お金の手渡し・
振り込みの指示があったときは、すぐに家族や知人か
警察（110 番）に相談してください。

◎シートベルトには事故被害軽減に大きな効果があり
ます。助手席、後部座席も着用しましょう。
◎夜間、歩いて外出する際は、必ず反射材を身に着け
ましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 30 年 平成 29 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 36 23 13 56.5
磐 　 梯 　 町 5 5 0 0.0
裏 　 磐 　 梯 6 9 -3 -33.3

　　　計 47 37 10 27.0

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
30 年 29 年 30 年 29 年 30 年 29 年

窃盗犯計 31 17 2 4 5 9
空き巣
金庫破り 2 1
事務所荒らし 1
出店荒らし 3
倉庫荒らし 2 1
侵入盗その他 6
置引き 4
車上ねらい 3 3
部品ねらい 1
脱衣場ねらい 2 1
自販機ねらい 5 1
万引き 3 1 1
職場ねらい 2 1 1
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 2 3 1 1 2
非侵入盗その他 3 １ 2 2
自動車盗
オートバイ盗
自転車盗 3 3
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 1 1 1
詐欺・横領 1

遺失物等横領
器物損壊 1 4 3 1

その他の刑法犯 2 1
総　計 36 23 5 5 6 9
増　減 13 0 -3

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 14 26 3 6 2 0
増　　減 -12 -3 2

調　　査

８月 10 日～９月末の窓口業務延長日は
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町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎
月第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税
証明発行などの窓口業務の時間を延長しています。

㉄総務課　行政管理係　☎（62）2111

募　　集

人　　権
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【材料】４人分
・ご飯  600㌘・ツナ  80㌘・ナス  大１個・大葉  ２枚・キュウリ  大
１本・ピーマン  ２個・トマト  中１個・オクラ  ２本・Ａ｛・白ごま  
大さじ１・ごま油  大さじ１・しょうゆ  大さじ１・酢  大さじ１｝・
黄色のミニトマト  １個  

【作り方】
①ナスは５㍉くらいの角切りに、大葉は１㌢角に切り、ナスととも
に水につけあく抜きをします。
② キュウリとピーマンは５㍉くらい、トマトは１㌢くらいにそれ
ぞれ角切りにします。
③オクラは分量外の塩で軽くもみ、水で流してから薄い輪切りにし
ます。
④水を切った①と②、③をボウルに入れて混ぜた後、ツナをオイル
も含めてほぐし入れてさらに混ぜ合わせ、冷蔵庫で冷やしておきま
す。
⑤食べる直前に、④にＡを加えて混ぜ合わせます。
⑥ご飯の上に⑤と四つに切り分けた黄色のミニトマトをのせ、ご飯
と具を混ぜながらいただきます。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 370㌔㌍、塩分 0.9㌘

ツナと夏野菜のミックス丼
（減塩対策メニュー）

■一口メモ■
　暑い夏にぴったりの季節の野菜をたっぷりのせた丼です。塩の量は控えめでも、酸味の利いたご飯が食欲
をそそります。酢の量はお好みで調整してください。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 254

鈴木　姫
ひ

奈
な

さん（５年）

書道「虫」

１画目と３画目のトメの部
分が少し突き出るように注
意して書きました。用紙内
にバランス良く書けたと思
います。たくさん練習して、
もっと上手に書けるように
なりたいです。日出山琥

た け

斗
と

さん（４年）

みんなの美術館
８月は緑小学校のお友達の作品です

「動物の親子はどこ？」

電動のこぎりで板をいろいろ
な形に切って、絵の具で色を
塗りました。動物の親子がた
くさんいるので見てほしいで
す。色んな動物が隠れている
ので、探し出してみてくださ
い。

　町では、広報紙をスマートフォンなどで読むことができるアプリ
「マチイロ」による配信をしています。利用規約、プライバシーポ

リシーなどについては、㈱ホープのホームページをご覧ください。
ios 用 Android 用

※「マチイロ」アプリの利
用は無料ですが、通信料は
利用者の負担になります。
※広告が表示されますが、
その内容に猪苗代町は一切
責任を負いません。


